
（研究機関の名称：広島市立広島市民病院） 

 
現在、当院内科で実施している研究へご協力のお願い 

 
１．研究課題名 

 「C 型肝炎肝細胞癌治療後に直接作用型抗ウイルス薬を投与した場合の肝細胞癌再発の 

状況に関する調査」 

 

２．対象となる方 

2014 年（平成 26 年）9 月 1 日～2016 年（平成 28 年）7 月 26 日の間に当院において C 

型肝炎の治療を受けられた肝がん治療歴のある患者さん 

 

３．研究目的 

 C 型肝炎ウイルスによる慢性肝炎あるいは肝硬変に発生した肝細胞癌を治療後に、直接

作用型抗ウイルス薬を投与した場合、多くの症例で肝機能の改善がみられ予後の改善が期

待されます。一方で、直接作用型抗ウイルス薬投与後の肝細胞癌再発の状況については未

だ不明な点が多くあります。本研究ではこれらの治療を受けた症例を多施設で集計し、肝

細胞癌再発の状況を調査することを目的とします。 

 

４．研究期間 

2018 年 4 月（倫理審査委員会承認後）～2021 年 12 月 31 日（予定） 

  

５．研究に用いる試料・情報の種類 

この研究では診療情報のみを使用します。 

カルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが、あなたの個人情報は削除し、 

匿名化して、個人情報などが漏洩しないようプライバシーの保護には細心の注意を払いま

す。 

 ・年齢、性別、診断名 

 ・診察所見、肝がん治療前の腫瘍の状態、肝がん治療内容、C 型肝炎の治療内容、血液検 

査や画像検査などのデータ 

 ・肝がん再発までの期間、生存期間 

 

６．実施方法 

この研究に使用する情報を研究代表機関に提供させていただきます。研究に使用する試

料や情報は匿名化処理を行い、患者さんの氏名やカルテ番号、住所などが特定できないよ

うにしたうえで提供します。また、患者さんの氏名やカルテ番号を置き換えた番号との対

応表も当院で保管し、当院以外へはでません。 

【主な提供方法】電子媒体 

 

 



７．研究組織 

 主幹研究機関 

  研究機関名 岡山大学病院 

  研究機関長 槇野博史 

  研究責任者 岡山大学病院 消化器内科 教授 岡田裕之 

 共同研究機関 

 施設名            責任医師名 

 岡山済生会総合病院      藤岡真一 

 広島市民病院         荒木康之 

 香川県立中央病院       高口浩一 

 倉敷中央病院         守本洋一 

 福山市民病院         坂口孝作 

 三豊総合病院         安藤正晴 

 住友別子病院         松村周治 

 津山中央病院         高山裕基 

 三原赤十字病院        橋本訓招 

 福山医療センター       金吉俊彦 

 姫路赤十字病院        奥新浩晃 

 岩国医療センター       牧野泰裕 

 済生会今治病院        大本昌樹 

 岡山市立市民病院       狩山和成 

 鳥取市立病院         谷口英明 

 高梁中央病院         中村隆資 

 岡山赤十字病院        小橋春彦 

 久留米大学医学部内科学講座 

 消化器内科部門        鳥村拓司 

 大垣市民病院         熊田 卓 

 飯塚病院           本村健太 

 九州医療センター       高見裕子 

 医療法人 弘恵会 ヨコクラ病院 田中正俊 

  

８．研究代表者及び研究責任者 

研究代表者：岡山大学病院 消化器内科 教授 岡田 裕之 

当院の研究責任者：広島市立広島市民病院内科 院長 荒木 康之 

   

９．お問い合わせ先 

この研究は、広島市立広島市民病院倫理審査委員会の承認を得て実施しています。 

また、患者さんを特定できないようにしたうえで、学会や論文で発表する予定です。 

 

この研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 



また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  〒７３０－８５１８ 広島市中区基町７番３３号 

  電話 （０８２）２２１－２２９１（代表） 

  広島市立広島市民病院内科 岩堂 昭太 


